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臨床研修医の自己効力感が研修到達度、仕事・生活・研修満足度、および気分の状態へ
与える影響の検討



学位論文審査結果報告書 

平成 30 年 1 月 29 日 

大学院医学研究課長様 

 

下記の通り学位論文の審査を終了したので報告致します。 

 

【審査結果要旨】 

氏    名  増山 由紀子 

学位論文題名  「臨床研修医の自己効力感が研修到達度、仕事・生活・研修満足度、および気分の

状態へ与える影響の検討」 

 

本研究は、我が国の研修制度において研修到達度を向上させる方略の確立と研修医の抑うつ状態

回避が課題となっていることを背景に、平成 24 年３月に福島県内に勤務していた研修医の一般性自

己効力感（GSE）尺度の得点分布と属性による違いを解析し、GSE が研修到達度の自己評価、仕事・

生活・研修満足度、及び気分に与える影響を検討したものである。我が国の研修医を対象にした GSE

の報告はなく、新たな試みといえる。論文記述とデータ解析/表示の修正を重ねた結果、GSE 尺度

（GSES）の構成因子の一つが男女間のみならず研修病院によって異なること、GSES 総得点が研修

到達度自己評価に影響を与えること、しかし研修到達度のカテゴリーによっては GSES と相関しな

いものもあること等、新たな知見を示すに至った。SDS と POMSb で測定した気分の状態と GSES

総得点は予想通り正の相関を示したが、GSE の構成因子によって相関する POMSb 下位尺度が異な

ることも示された。著者が提起する「GSE を高める介入が、研修到達度とメンタルヘルスを改善さ

せるかどうか」の判断材料としては、自己評価ではなく客観的な研修到達度評価が必要である点、

特に気分の状態と GSE に関しては解析標本数が少ない点、GSES とその他の指標がほぼ同時に一度

だけ測定されている点で限界がある。しかしながら、GSE というユニークな尺度で我が国の研修医

の研修自己評価と気分の状態を解析し、いくつかの新たな知見を示した点に意義が認められ、学位

論文に値する。 

 

 

論文審査委員  主査 医療人育成・支援センター 亀岡 弥生 

 副査 総合科学教育センター   後藤 あや 

 副査 神経精神医学講座     矢部 博興 

 

  


